
可
蹴
A
V

段
差
十
八

〈
知
た
り
。
自
彪
事
は
儒
り
な
ど
い
ふ
も
の
に
て
無
之
候
。
共
上
結

解
十
郎
兵
術
向
脱
よ
り
火
出
る
都
は
、
部
生
家
K
て
隠
れ
左
宮
邸
、

見
た
る
者
多
し
と
道
求
も
諮
る
と
、
志
水
云
也
。

十
郎
兵
衛
或
時
初
生

下
野
守
肢
馬
場
に
て
馬
を
見
給
ふ
。
大
塚
自
庵
も
寸
郎
兵
衛
も
供
花

付
、
股
立
を
取
て
突
ば
ひ
馬
を
見
て
居
け
る
陀
.
十
郎
兵
衛
足
の
沿

っ
と
り
よ
り
膝
の
あ
た
り
へ
、
背
色
の
火
ち
よ
る

l
kと
出
け
る
を

各
見
た
り
と
也
。
叉
主
水

-z
o
若
狭
に
て
十
銭
前
後
の
盆

E
も
十
人

も
二
十
人
も
集
り
、
人
の
白
m
V
馬
の
白
骨
縄
問
た
ど
を
い
か
ほ
ど

も
取
集
め
、
梅
木
の
宇
は
え
に

て
地
を
敵
き
か
ん
ま
ん
/
¥
と
一宮て

間
れ
ば
、
右
の
白
骨
初
は
少
づ
っ
動
き
、次
第
K
L
K
K
蹴
出
て
ぷ
伎
に

は
五
六
尺
も
上

へ
飛
上
り
/
¥
す
る
を
‘
主
水
が
兄
見
た
り
と
常
に

話
る
と
い
ム
。
窓
州
な
ど
に
も
多
く
あ
る
事
也
と
」
ニ
補
助
右
衛
門
結

る。一
、
抑
制
の
役
尚
徳
公
、
秀
吉
公
と
御
和
感

太
閤
と
柴
剖
勝
家
と
鉾
拘
の
時
、
高
徳
公
は
府
中
陀
被
成
御
座
候
。

的
能
公
は
江
州
柳
瀬
へ
出
張
、柴
問
家
政

g
k付
端
館
公
般
敷
防
職
、

御
家
臣
多
〈
職
死
す
。
土
肥
但
明
。
日
間
問
問
五
郎
・
小
塚
山
時
右
衛
門

横
山
キ
紀

中
村
史
た
衛
門

奥
村
周
防
共
外
数
多
あ
り
。
秀
吉
公
は

抑
院
に
今
演
に
至
り
給
ふ
。
成
政
が
抜
本
は
坪
井
山
也
。
末
森
よ
り

一
説
徐
あ
り
。
極
付
三
郎
四
郎
は
成
政
抜
本
へ
か
L

ら
ん
と
一
冨
ム
。

公
開
入
不
給
。
味
方
の
右
は
不
破
彦
三
村
井
又
兵
衛
.左
の
方
よ
り

公
あ
が
り
給
ふ
氾
陀
堀
切
あ
り
。
旧
判
h
k

木
主
水
等
去
を
ヰ
詮
と
防
政

ム
。
作
品
問
六
左
衛
門
太
刀

E
員
叩
に
か
ざ
し
、
一
帯
に
痢
切
を
越
す
。

厨
村
俳
兵
衛
は
鉛
長
ほ
ど
後
よ
り
進
む
。

山
崎
彦
右
衛
門
も
後
よ
り

縦
宮
間
同
を
懸
て

.
六
左
衛
門

仰
兵
衛
ひ
く
な
、
法
右
術
門
つ
ピ
〈

ぞ
と
呼
は
る
。叫
H
A
木
主
水
は
椴
死
す
。
そ
れ
よ
り
迫
立
.敵
敗
北
す
。

成
政
は
金
部
の
御
切
守
を
心
掛
.
少
し
に
て
も
金
調
印
の
町
を
抽
出
て
而

闘
に
せ
ん
と
行
く
所
花
、
法
幡
陀
前
回
孫
女
郎
百
姓
等
を
駈
似
し、

紙
雄
を
需
指
彩
数
人
数
を
作
り
鱈
見
け
れ
ば
、
津
絡
を
脇
K
見
て
倶

利
伽
殺
の
方
へ
ひ
き
け
る
。
鳥
越
の
披
代
目
別
此
多
又
右
衛
門
・
丹
制
刑

制
削
十
郎
古
槻
又
有
街
門
、ぬ
越
を
明
て
神
的
陀
来
る
。
鳥
越
は
ん
企
城

放
に
成
政
、
久
性
叉
兵
街
と
い
ふ
大
剛
の
者
を
入
置
き
、倶
利
伽
級
に

は
佐
A

一中
左
衛
門
を
世
て
富
山
の
披
へ
阿
る
。
同
年
十
一
月
公
n
川越

の
械
を
攻
給
ふ
。
披
よ
り
突
出
て
な
知
務
之
助
と
山
崎
庄
兵
術
鎗
E

合
す
。
制
労
郷
左
衛
門
鎗
下
を
く
ピ
り
入
て
猪
之
助
と
組
む
。
人
以
知

は
手
負
ぬ
れ
ば
谷
へ
市
階
、
細
井
上
陀
成
て
粉
之
助
が
首
を
取
る
。
庄

可
似
小
段
位
十
八

三
五
六

勝
家
の
押
付
に
来
て
越
前
へ
飢
入
.
直
に
府
中
へ
入
絵
ふ
。
安
土
披

下
一
札
て
も
尚
徳
公
と
秀
吉
会
は
御
隣
家
陀
て
、
朝
夕
御
心
安
〈
至
極

の
御
知
音
也
。
依
之
先
づ
御
使
に
て
二
且
は
克
去
事
な
れ
ど
も
、
山真

殿
と
我
等
誌
は
天
下
の
人
の
知
た
る
儀
な
れ
ば
.
是
非
と
も
和
陸
と

仰
ら
る
。
共
時
会
俄
に
務
髪
敏
成
て
仰
釣
州
剛
被
成
候
。
此
時
印
座
に

判H
州
の
二
郡
被
進
慨
。
州
一
紘
一
日
一
一
一
H

E

一
二
品
徳
公
の
御
女
秀
吉
公
御
も
ら
ひ
の
窃

芳
蒋
夫
人
は
秀
吉
公
の
奥
方
御
媒
K
て
御
総
婆
。
小
宮
土
披
下
御
隣
家

の
時
、
備
前
秀
家
の
奥
方
御
誕
生
の
時
は
、
秀
吉
公
御
附
被
成
有
之

候
て
、
男
児
に
で
も
女
子
氏
て
も
.
我
等
の
子

K
も
ら
ひ
伐
と
て
、

御
山
生
と
共
隙
懐
中
被
成
候
て
御
飾
り
、
後
太
閤
よ
り
浮
悶
公
へ
線

襲
被
成
候
。
元
来
如
此
の
御
知
音
に
刊、

勝
家
内
b
k

心
を
防
t
ら
れ

た
る
と
い
ふ
。

一
、
佐
b
k

成
政
法
併
と
な
り
て
降
参

天
E
十
二
年
九
月
九
目、

佐
々
成
政
石
励
宮
内帽
の
谷
よ
り
入
て
、
策

法
山
主
起
て
末
転
城
下
へ
攻
来
る
。
九
日
未
附
也
。
十
日
巳
時
金
線
へ

民
進
到
汚
す
。
尚
徳
公
的
日
午
時
過
仰
強
制
刷
、
津
幡
陀
て
泣
叫
却
を
待

給
ム
。
利
長
公
を
始
て
迫
b
k

御
愈
識
あ
り
、夜
中
津
幡
を
起
ち
給
ム
。

兵
衛
よ
り
先
に
鷲
津
丸
山
棋
戦
死
す
。
城
壁
う
し
て
引
取
り
ぬ
。
翌
年

の
綜
小
即
位
を
被
成
、越
中
速
相
川
を
焼
給
ム
。
共
作
よ
り
資
州
よ
り
敵

来
る
と
て
.
町
人
共
大
形
遁
て
有
ム
口
も
の
少
し
。
男
女
擦
切
り
引
取

る
所
へ

、
資
倣
よ
り
援
兵
来
り
難
儀
に
及
ぶ
。

帥
抗
共
村
弁
叉
兵
術

不
破
彦
三
後
段
し
‘無
呉
儀
師
陣
也
。
十
三
年
八
月
太
閤
松
任
迄
御
出

馬
也
。
公
御
迎
K
出
給
ム
。
資
臨
時
紗
の
長
畑
町
織
に
馬
乗
を
あ
け
‘
立

物
七
つ
あ
る
ほ
を
め
し
、御
馬
よ
り
下
立
、御
人
数
は
道
よ
り
遜
に
脇

へ
御
除
け
、御
問
見
の
砲
の
如
し
。
秀
吉
公
三
十
問
併
に
て
馬
よ
り
下

給
ひ
.
公
の
御
手
を
取
て
.
扱
も
見
都
主
る
見
か
な
、
似
合
巾
畿
来

也
。扱
は
去
年
よ
り
内
政
助
め
表
裏
の
事
不
及
嘗
誇
候
。
我
等
向
候
う

へ
は
、
一
た
ま
り
も
た
く
踏
澄
し
可
申
候
。
心
安
く
は
や
j
t、、.先
へ
先

へ
と
被
仰
、
公
は
先
へ
御
越
に
成
り
、
金
揮
の
披
に
て
抑
止
耐
郎
被
成
、
や

が
て
打
立
総
ひ
，
越
中
へ
越
給
ム
。
道
中
野
も
山
も
軍
兵
の
み

K
て
.

成
政
可
防
職
桜
な
く
み
え
し
。
央
服
山
迄
抑
結
て
山
上
陀
披
を
築
く
。

成
政
剃
髪
し
‘央
駅
山

へ
御
砲
に
出
た
り
。
補
綴
の
下
陀
小
脇
刺
也
。
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